
平成 19 年度「大学院教育改革支援プログラム」採択について 

取組名称：「地域サステイナビリティの実践農学教育」 
 
 
 文部科学省は、平成 19 年度より、「新時代の大学院教育」（平成 17 年 9 月 5 日中央教育審議会

答申）、「大学院教育振興施策要綱」（平成 18 年 3 月 30 日文部科学省）等を踏まえ、社会の様々な

分野で幅広く活躍する高度な人材を育成する大学院博士課程、修士課程を対象として、優れた組

織的・体系的な教育取組に対して重点的な支援を行うことにより、大学院教育の実質化を推進する

ことを目的として「大学院教育改革支援プログラム」を実施しています。この第一回の公募で、茨城大

学から申請した教育プログラムが採択されました。 

 

【取組の目的】 

 この取組は、21 世紀に求められる環境と調和した人類の持続的発展のために、農学を基盤とした

食料・生命・環境に関する幅広い基礎知識と専攻分野における高度な専門知識・技術及び研究開

発能力を備え、地域・国際社会で自立的に問題解決が出来る力を持った人材の養成を目的として

います。 

 

【取組の内容】 

 ＜目指す能力＞ ＜新規開設科目＞ ＜既存科目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●専攻科目 

生物生産科学専攻 22 科目 

資源生物科学専攻 25 科目 

地域環境科学専攻 33 科目 

地域づくりﾌｨｰﾙﾄﾞ実習 
熱帯農業ﾌｨｰﾙﾄﾞ実習 
グループ課題演習 
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これまでの修士学位の修了要件に加えて、本教育プログラムで開設した科目のうち６単位を取得

した者をプログラム修了として認定します。 

 

【新しい教育方法】 

これまでの教育の実質化の取組（授業科目の単位認定基準や修士論文審査基準の整備、教員

の授業改善評価等）に加えて、 

① 海外学術交流締結校との連携協力による実習科目（「熱帯農業フィールド実習」）及び演習

科目（「グループ課題演習」）の開発、 

② 地域住民や企業と連携した実践型授業科目（「地域づくり」に関する専攻科目、「地域づくり

フィールド実習」）の開発と展開、 

③ 学術交流締結校の教員を含めた国内外の有識者からなるワークショップ等の開催による FD

活動の推進、といった教育方法及び教員の教育力向上の取組を導入します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・持続型農業の取り組み 
・環境モニタリング（水、土、生態
系） 
・気候変動への農業の適応策 

・外部講師（農業者，行政，NGO

等）の活用 

・双方向性授業（パネルディスカ

ッション）の実施  

Map from “http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/” 地域づくりフィールド実
習（地域住民や行政、

企業との連携） 

・霞ヶ浦の生態系モニタリング 
・県内環境データベースの作成
・エコファーマー訪問と現地調
査 

地域づくり特論
（地域住民や行政、 

企業との連携）  

熱帯農業フィールド実習

（学術交流締結校との 

連携授業） 

H18 年度ジャワ島農村の現地見学
（大学院生と教員） 

インドネシア３大学との連携 

  ボゴール農科大学 

  ガジャマダ大学農学部 

  ウダヤナ大学農学部 

グループ課題演習
（学術交流締結校

との連携授業） 

 

【全学的位置づけ】 

茨城大学では、平成 18 年度から、東京大学を統括大学とする「サステイナビリティ学連携研究機

構」のメンバーとして参加し、地球変動適応科学機関(ICAS)を設置してサステイナビリティ学の研究

教育に取り組んでいます。本研究科では、その主要なプロジェクトを担当しており、本提案は茨城大

学における全学的な教育研究の展開と軌を一にするものです。本プログラムの取組によって、地域

のサステイナビリティを扱う新しい農学の展開が期待されます。 

 

【期待される成果】 

①「保全」から「持続性（サステイナビリティ）」への概念の展開 

 次世代を考える視野(50～100 年の時間軸の視野)の育成が期待されます。 

②地域連携と国際連携の融合による新しい教育アプローチ 

 海外学術交流締結校との教育面での連携協力、地域を見る視野の国際性の開拓、そして海

外で見せる学生達の逞しさをさらに伸ばす教育が期待されます。 

③自立的に課題発掘と問題解決できる力の育成 

 フィールド実習等の強化を通して、現場で考える力の育成をめざします。 

④茨城大学大学院の改革を先導するプロジェクト 

茨城大学は、国際的な知の拠点と大学院教育の飛躍的強化をめざしており、本取組はその

一環です。 

 


